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（担当 木材部 上席専門研究員 東野 正）   

スギ製材品と集成材について 異樹種集成材の長柱座屈強度について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        （担当 木材部 上席専門研究員 東野 正） 

１ 研究のねらい 
 建築構造用部材の柱に必要とされる強度性能

として長柱座屈強度があり、これまで、県産ス

ギ製材品及び集成材について明らかにしてき

た。 
今回は、強度性能向上をねらいに、異樹種構

成の集成材を試作し、長柱座屈強度性能を明ら

かにした。 
なお、この試験は、けせんプレカット事業協

同組合と共同で試験を行ったものである。 
 

２ 研究方法と結果 
(1) 試験材料：外層ラミナにシベリアカラマツ、

内層に県産スギを積層した５プライ構成の異

樹種集成材を各５体試作した。材長を３ｍ、

断面寸法を 10.5cm 角と 12.0cm 角の２種類と

した。 

(2) 試験方法：材の両端を固定し、材軸方向に

荷重を加える長柱座屈試験（細長比λ＝90～

100）を行い、座屈強度を測定した。 

 

３ 結 果 

座屈強度の平均値は、10.5cm 角の実測値で

117.5kgf/cm2、12cm 角で 136. 5kgf/cm2 の値を

示した。これは同一寸法のスギ製材品及び集成

材と比較すると 10.5cm 角で約２倍、12.0cm 角

で約 1.7 倍高かった。 
このように、スギ単独の場合にくらべ、異樹

種等の材料を組み合わせることで、より効果的

に座屈強度性能の高い材料を製造できる。 

４ 成果と今後の進め方 
 スギの製材品と集成材の座屈強度に比

較し、強度性能の向上が明らかになった。 
 今後は、他の県産樹種や、異なる断面寸

法の材種についても検討する予定である。 
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異樹種集成材の長柱座屈試験の状況 

表－１　異樹種集成材の長柱座屈試験結果

寸法

Ru M O E Efr σｋ max σｋ σcal σcal
g/cm3 tonf/cm２ tonf/cm２ kgf kgf/cm2 kgf/cm2 kgf/cm2

 10．5cm角 0.47 129.4 112.5 12992 117.5 123.4 107.3
 12．0cm角 0.45 105.7 100.4 19759 136.8 131.2 124.7

10.5cm角の細長比　λ＝ 100 12.0cm角の細長比　λ＝ 90
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